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悩
み
、怒
る
沖
縄
の
心

特
別
寄
稿 沖縄県保険医協会会長　仲里尚実

　

最
近
突
然
〝
オ
ス
プ
レ
イ

の
問
題
〟
が
全
国
区
に
な
っ

た
。
衆
議
院
の
予
算
委
員
会

で
沖
縄
の
赤
嶺
政
賢
議
員
が

「
オ
ス
プ
レ
イ
は
沖
縄
の
み

な
ら
ず
本
土
も
含
め
全
国
６

徐
々
に
歪
ん
で
い
く
さ
ま

が
、
あ
り
あ
り
と
映
し
出
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
か
ら
全
国
紙
に
も

こ
の
飛
行
ル
ー
ト
が
掲
載
さ

れ
、
本
土
国
民
に
も
〝
対
岸

の
火
事
〟
で
は
な
い
と
認
識

さ
れ
始
め
た
。
地
元
紙
に
発

表
さ
れ
た
全
国
世
論
調
査
で

〝
沖
縄
に
米
軍
基
地
の
74
％

が
集
中
し
て
い
る
〟
こ
と
に

「
不
平
等
」
と
思
う
の
は
沖

が
あ
る
。
沖
縄
の
人
々
は

〝
ご
ま
か
し
〟
と
東
京
（
に

対
す
る
）
の
〝
ゆ
す
り
〟
の

名
人
…
。
沖
縄
県
民
は
あ
ま

り
に
も
怠
惰
で
ゴ
ー
ヤ
ー
を

栽
培
で
き
な
い
…
」

　

メ
ア
氏
の
県
民
に
対
す
る

差
別
発
言
に
沖
縄
の
世
論
は

沸
騰
し
た
。
日
本
政
府
の
無

反
応
さ
と
対
照
的
に
米
国
政

府
は
す
ぐ
に
反
応
し
た
。
ル

ー
ス
駐
日
大
使
が
来
沖
し
県

知
事
に
謝
罪
、
国
務
省
は
メ

ア
氏
を
更
迭
し
た
。
９
日
に

は
キ
ャ
ン
ベ
ル
国
務
長
官
が

来
日
し
日
本
政
府
に
謝
罪
し

た
。

　

沖
縄
の
怒
り
が
沸
点
に
達

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
な
ん
と
前
述
の

ケ
ビ
ン
・
メ
ア
氏
が
６
月
の

「
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
」
に
出

演
、「
普
天
間
問
題
」
に
つ

い
て
こ
う
言
い
放
っ
た
。

「
後
に
な
っ
て
基
地
の
周
り

に
人
々
が
集
ま
っ
て
き
て

〝
騒
音
問
題
〟
を
起
こ
し
て

い
る
」

補
償
な
き
略
奪

　

沖
縄
協
会
の
前
田
事
務
局

長
が
全
国
保
険
医
新
聞
に
５

回
連
載
で
「
復
帰
40
周
年
に

あ
た
っ
て
」
を
連
載
し
た
。

一
部
そ
れ
を
転
用
し
な
が
ら

記
す
。

　

沖
縄
の
基
地
の
成
り
立
ち

に
つ
い
て
「
銃
剣
と
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
に
よ
る
強
奪
」
と
よ

く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
沖
縄

戦
直
後
は
そ
う
で
は
な
い
。

て
い
っ
た
。
生
き
残
っ
た
住

民
は
16
カ
所
の
収
容
所
に
26

万
人
が
集
め
ら
れ
、
収
容
所

か
ら
自
由
に
出
入
り
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

米
軍
は
４
月
１
日
上
陸
後

た
だ
ち
に
基
地
建
設
に
着
手

し
、
４
カ
月
で
４
カ
所
の
飛

行
場
を
建
設
し
た
。
普
天
間

飛
行
場
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
帰
郷
を
許
さ
れ
た
住
民

が
見
た
の
は
、
家
や
畑
な
ど

が
潰
さ
れ
、
先
祖
代
々
の
土

米
軍
は
１
９
４
５
年
３
月
末

に
沖
縄
本
島
の
西
方
、
慶
良

間
諸
島
へ
攻
撃
を
開
始
し
、

４
月
１
日
に
沖
縄
本
島
の
読

谷
村
に
上
陸
し
た
。
本
島
を

南
北
に
分
断
す
る
形
で
攻
め

地
が
、
鉄
条
網
に
囲
ま
れ
た

広
大
な
基
地
に
変
わ
っ
て
い

る
光
景
で
あ
っ
た
。
し
か
も

長
期
に
渡
っ
て
何
の
補
償
も

さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
略

奪
で
あ
る
。

　

戦
争
や
占
領
状
態
に
つ
い

て
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て

い
る
ハ
ー
グ
陸
戦
法
規
の
第

46
条
に
は
、「
私
有
財
産
、

こ
れ
を
没
収
す
る
こ
と
を
得

ず
」、
さ
ら
に
第
47
条
で
は

「
略
奪
は
之
を
禁
ず
」
と
定

め
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
で
の
メ
ア
発
言
は

ま
さ
に
〝
盗
人
猛
々
し
い
〟

そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も

辺
野
古
移
設
は
略
奪
し
た

〝
普
天
間
を
返
す
か
ら
、
新

た
な
土
地
と
最
上
の
施
設
を

お
前
た
ち
の
金
を
使
っ
て
差

し
出
せ
〟
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
成

り
立
ち
の
歴
史
を
知
ら
な
い

と
、
あ
の
よ
う
な
メ
ア
発
言

に
や
す
や
す
と
騙
さ
れ
る
。

縄
県
民
の
７
割
、
と
こ
ろ
が

本
土
で
は
３
割
だ
け
で
あ
っ

た
。
こ
の
意
識
の
乖
離
は
何

で
あ
ろ
う
か
…
。

震
災
と
普
天
間

　

昨
年
の
３
月
初
め
、
地
元

新
聞
の
ト
ッ
プ
記
事
に
「
メ

ア
発
言
」
が
躍
っ
た
。
一
昨

年
12
月
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省

の
日
本
部
長
で
あ
る
ケ
ビ
ン

・
メ
ア
氏
が
日
本
本
土
と
沖

縄
に
研
修
に
お
も
む
く
ア
メ

リ
カ
ン
大
学
（
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
）
の
学
生
14
人
に
対
し

て
の
講
義
で
こ
う
放
言
し

た
。「
日
本
の
文
化
は
和
の

文
化
。〝
合
意
〟
と
言
っ
て

い
る
の
は
〝
ゆ
す
り
〟
を
意

味
す
る
。
日
本
の
政
治
家
に

は
い
つ
も
〝
本
音
と
建
前
〟

し
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、
３

月
11
日
の
午
後
、
あ
の
大
地

震
が
東
北
地
方
を
襲
っ
た
。

大
津
波
と
原
発
事
故
が
メ
ア

発
言
ど
こ
ろ
か
、「
普
天
間

問
題
」「
沖
縄
問
題
」
も
押

し
流
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
一
年
半
東
北
の
困
難

さ
か
ら
、
沖
縄
は
〝
そ
れ
ど

こ
ろ
で
は
な
い
〟
と
隅
に
追

い
や
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

東
電
の
福
島
原
発
事
故
の
あ

と
、
徐
々
に
「
フ
ク
シ
マ
」

と
「
沖
縄
」
が
比
較
し
論
ぜ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中

央
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
、
よ
り

貧
し
い
と
こ
ろ
に
〝
迷
惑
施

設
〟
が
押
し
付
け
ら
れ
、
そ

の
利
益
（
電
力
、
安
全
保

障
）
は
中
央
あ
る
い
は
大
都

市
圏
が
受
け
る
、
と
い
う

「
構
造
的
差
別
」
が
露
呈
さ

一
坪
２
円
16
銭

　

１
９
４
９
年
に
中
華
人
民

共
和
国
が
建
国
さ
れ
、
50
年

に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
ア
メ

リ
カ
は
沖
縄
を
「
反
共
の

砦
」
に
す
べ
く
「
沖
縄
を
太

平
洋
の
浮
沈
空
母
」
に
す
る

方
針
を
発
表
し
、
後
に
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
「
沖

縄
（
基
地
）
の
永
久
保
有
」

を
宣
言
し
た
。

　

１
９
５
３
年
４
月
米
民
政

府
は
、
米
軍
基
地
建
設
の
た

め
に
地
主
が
拒
否
し
て
も
土

地
を
強
制
収
用
で
き
る
「
土

地
収
用
令
（
布
令
１
０
９

号
）」
を
公
表
し
た
。

　

こ
の
土
地
収
用
令
の
下
、

し
か
な
い
ん
で
は
？
」

　

も
し
こ
の
質
問
が
真
理
で

あ
る
な
ら
、
何
故
他
都
道
府

県
か
ら
基
地
誘
致
運
動
が
起

き
な
い
の
か
？

　

観
光
は
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
最
大
の
平
和
産
業
で

あ
る
。
観
光
の
み
な
ら
ず
沖

縄
の
産
業
の
発
展
を
阻
害
し

て
い
る
の
が
こ
の
広
大
な
基

地
で
あ
る
。
米
軍
占
領
下
で

の
軍
事
優
先
の
政
治
で
、
自

主
的
産
業
の
発
展
を
妨
げ
ら

れ
て
い
た
沖
縄
で
は
確
か
に

県
経
済
の
20
％
を
基
地
か
ら

得
て
い
た
時
も
あ
る
。
と
こ

ろ
が
現
在
は
５
％
以
下
、
保

守
的
な
経
済
界
で
も
「
基
地

が
産
業
の
創
設
・
発
展
を
阻

害
す
る
」
と
の
声
が
主
流
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

那
覇
市
の
安
謝
・
銘
苅
、
具

志
、
宜
野
湾
の
伊
佐
浜
、
伊

江
島
な
ど
で
住
民
が
抵
抗
す

る
中
、
次
々
銃
剣
と
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
で
土
地
を
接
収
し
、

基
地
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　

土
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
た

住
民
に
は
当
時
、
コ
カ
コ
ー

ラ
が
１
本
10
円
（
当
時
の
通

貨
は
Ｂ
円
）
だ
っ
た
の
に
対

し
、
一
坪
２
円
16
銭
し
か
支

払
わ
れ
な
か
っ
た
。
沖
縄
の

米
軍
基
地
は
住
民
が
同
意
し

て
差
し
出
し
た
も
の
で
は
な

く
、
ま
さ
に
強
奪
さ
れ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
１

に
あ
る
よ
う
に
本
土
の
米
軍

基
地
は
国
有
地
が
殆
ど
だ

が
、
沖
縄
で
は
強
奪
さ
れ
た

民
有
地
と
市
町
村
有
地
が
６

割
以
上
を
占
め
る
。
普
天
間

　

１
９
８
７
年
、
全
面
返
還

さ
れ
た
米
軍
牧
港
住
宅
地
区

１
９
２
㌶
の
跡
地
に
、
今
は

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
や
総
合
運
動
公
園
、
公
共

施
設
、
県
立
博
物
館
、
ホ
テ

ル
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
。
他
に

基
地
が
返
還
さ
れ
た
北
谷
ハ

ン
ビ
ー
飛
行
場
、
小
禄
・
金

城
町
地
区
に
つ
い
て
現
在
の

経
済
効
果
が
ど
う
な
っ
た
の

か
を
示
す
の
が
県
の
作
成
し

た
図
２
、
３
で
あ
る
。

時
が
止
ま
っ
た

　

米
軍
支
配
下
に
27
年
、
日

本
復
帰
後
40
年
、
こ
の
時
空

を
長
く
感
じ
る
の
か
短
く
感

じ
る
の
か
。
日
本
復
帰
当
時

医
学
部
専
門
課
程
３
年
生
で

飛
行
場
に
至
っ
て
は
な
ん
と

92
％
が
民
有
地
で
あ
る
。

　

基
地
を
抱
え
る
主
な
市
町

村
の
米
軍
基
地
面
積
比
率
を

み
る
と
、
嘉
手
納
：
82
・
５

％
、
金
武
町
：
59
・
３
％
、

北
谷
町
：
52
・
９
％
、
宜
野

座
村
：
50
・
７
％
で
あ
る
。

沖
縄
本
島
の
18
・
２
％
、
全

県
土
の
10
・
２
％
が
米
軍
基

地
で
あ
る
。

発
展
の
妨
げ
に

　

（
本
来
は
無
知
か
ら
く
る

も
の
だ
が
）
善
意
の
本
土
の

方
々
か
ら
こ
う
問
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。「
そ
う
は
言
っ

て
も
や
は
り
基
地
は
必
要
な

の
で
し
ょ
う
？
」「
沖
縄
か

ら
基
地
を
無
く
し
た
ら
観
光

24
歳
で
あ
っ
た
私
は
仙
台
で

こ
の
日
を
迎
え
た
。
医
学
部

入
学
時
に
、
那
覇
か
ら
鹿
児

島
ま
で
一
昼
夜
、
鹿
児
島
か

ら
東
京
ま
で
急
行
で
32
時

間
、
一
泊
し
さ
ら
に
仙
台
ま

で
６
時
間
と
い
う
時
間
を
要

し
た
当
時
か
ら
み
る
と
、
交

通
・
通
信
手
段
の
発
達
の
速

さ
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
沖
縄
に
帰
り
、
日

常
的
に
基
地
と
向
き
合
う
毎

日
は
時
が
ま
だ
止
ま
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
き
た
沖
縄
だ

が
、
土
地
を
奪
わ
れ
、
経
済

発
展
が
阻
害
さ
れ
、
爆
音
に

曝
さ
れ
、
米
軍
人
の
犯
罪
に

悩
み
怒
る
県
民
の
心
を
常
に

自
分
の
も
の
と
し
て
お
き
た

い
。

か
ら
で
あ
る
。
答
弁
に
立
っ

た
森
本
防
衛
大
臣
の
表
情
が

ル
ー
ト
で
の
訓

練
飛
行
が
計
画

さ
れ
て
い
る
」

と
の
事
実
を
米

側
文
書
に
基
づ

き
、
野
田
首
相

に
突
き
付
け
た

　

沖
縄
の
日
本
復
帰
（
１
９
７
２
年
５
月
15
日
）
か
ら
40
年

が
経
っ
た
。
返
還
さ
れ
た
米
軍
基
地
面
積
は
約
18
％
に
と
ど

ま
り
、
沖
縄
は
い
ま
だ
に
基
地
の
重
み
を
背
負
わ
さ
れ
て
い

る
。
沖
縄
県
保
険
医
協
会
会
長
・
仲
里
尚
実
氏
に
思
い
を
語

っ
て
も
ら
っ
た
。
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図３　基地返還による沖縄の発展
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図２　基地返還による沖縄の発展
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